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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、主に以下の3つの点に集約される。第一に、限定合理的主体の意思
決定に関する研究で、認知能力のパラメータ導入によって、意思決定に影響を与える慣性行動との関係が明らか
になった。第二に、経験財評価のための新しいスコアリングルールとして、ベイジアン自白剤に類似したルール
を提案した。このルールは、提案されたアイデアが顧客の潜在的な需要と一致する程度を評価するものである。
第三に、これらのスコアリングルールを用いて、サービス提供者の新サービスに対する消費者の潜在需要を予測
し、その予測に基づくマッチングの設計が可能となった。

研究成果の概要（英文）：The results of this study are mainly summarized in the following three 
points. First, the research on decision-making by bounded rational agents revealed the relationship 
between inertia behavior and the introduction of cognitive ability parameters. Second, as a new 
scoring rule for evaluating experience goods, a rule similar to the Bayesian Truth Serum was 
proposed. This rule evaluates the extent to which the proposed ideas match the potential demands of 
customers. Third, by using these scoring rules, it became possible to predict the potential demands 
of consumers for new services provided by service providers and to design matching based on these 
prediction.

研究分野：理論経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的意義は、消費者が経験財を選択する際の意思決定を支援する評価・推薦システムの信頼性と有効
性を向上させることにある。これにより、消費者はより正確な情報に基づいて意思決定を行い、経済活動の効率
性を高めることができる。学術的意義としては、限定合理性を考慮した集合知メカニズムの理論的枠組みを構築
し、その有効性と問題点を明らかにすることで、経済学や情報科学の分野に新たな知見を提供する点が挙げられ
る。さらに、サービス産業における消費者の潜在需要を正確に予測し、サービス提供者とのマッチングを最適化
する方法論の提案も、実務的応用価値が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の社会的背景には、現代の経済活動における情報提供システムの重要性が大きく関わ
る。特に「経験財」の特性とそれに対する評価・推薦システムの役割が強調される。経験財とは、
消費して初めてその価値がわかる財を指し、現代のサービス産業の多くがこれに該当する。例え
ば、レストラン、ホテル、美容院などのサービスは、実際に利用してみなければその品質や価値
を判断することが難しいため、事前評価が限られる。このため、消費者は過去の経験や他者の評
価に頼り、消費の意思決定を行う。 
評価・推薦システムは、このような消費者の意思決定を支援するための重要な情報で、
Amazon.com や Google、食べログ、Hot Pepper などのプラットフォームは、消費者のレビュー
や評価を集積し、他の消費者に対して有用な情報を提供している。これらのシステムは、消費者
が経験財を選択する際の指針となり、経済活動の効率性を向上させる役割を果たしている。しか
しながら、これらのシステムが提供する情報の信頼性や有効性については、依然として多くの課
題が残されている。実際、消費者レビューはしばしば主観的であり、個々の消費者の経験や期待
に基づいている。このため、レビューが偏った情報を提供する可能性があり、他の消費者にとっ
て誤解を招くことにもなりかねない。また、レビューが操作されるリスクも存在する。例えば、
企業が自社の商品やサービスを高く評価するために、偽のレビューを投稿することは大きな問
題を引き起こす。実際これにより、消費者は正確な情報に基づく意思決定を行うことが難しくな
る。 
こうした状況を受けて、問題を解決する幾つかの研究が提示されている。理論的研究において
は、他者の評価と自分の評価を個々の評価者に比較させることで、経済学において長らく問題視
されてきた個人間比較可能性を実務的に解決するスコアリングルールが提示されている（c.f. 

Faltings, B., & Radanovic, G. Game theory for data science: Eliciting truthful information. Springer 

Nature, 2022.）。また実験経済学では、嘘の検証を通じて、情報の信頼性や個々人の信頼性構築
のための検証を行なっている(c.f. Fischbacher, U., & Föllmi-Heusi, F. Lies in disguise—an 

experimental study on cheating. Journal of the European Economic Association, 11(3), 525-547, 2013.)。 
 
２．研究の目的 
  このような現状を踏まえて、本研究では集合知メカニズムの理論分析と実証的検証を行う。集
合知メカニズムとは、多数の個々の知識や情報を集約し、全体として有益な知識体系を構築する
プロセスを指す。このメカニズムを適切に機能させるためには、経済主体の行動や認識の特性を
理解することが重要となる。特に本研究では、経済主体の「限定合理性」に注目する。限定合理
性とは、経済主体が情報の不完全性や計算能力の制約により最適な意思決定ができないことを
指し、この概念を基に、集合知メカニズムの理論的枠組みを構築し、その有効性と問題点を明ら
かにすることを目指す。この研究を進めることで、経験財消費における意思決定プロセスを詳細
に分析することが可能になる。また、集合知メカニズムの有効性を理論的・実証的に検証するこ
とで、現代のサービス産業の発展に寄与し、消費者の意思決定支援システムの改善に貢献する。 
これにより、消費者がより信頼できる情報に基づいて意思決定を行い、経済厚生の向上に寄与す
ることを目指す。 
 
３．研究の方法 



 上記の目的を達成するために、以下のアプローチに分解し、当研究を進めてきた。 
（1） 限定合理的主体の意思決定 

この分析では、有限期間であるが長期の完全情報ゲームを想定し、認知能力を表すパ
ラメータとそれに伴う慣性行動を導入し、意思決定が必ずしも適切に行われず、過去
の行動からの影響を受ける帰納的行動理論モデルを構築し分析。 

（2） 経験財評価のための新しいスコアリングルールの提案 
他者への推奨意向調査による商品・サービスの市場調査の回答行動をゲーム理論的に
特徴づけ、特に「ネット・プロモーター・スコア (Net Promoter Score, NPS)」の問題
点に注意しながら、顧客の回答行動が正直申告になるためのスコアリングルールを提
案する。特にベイジアン自白剤(Bayesian Truth Serum, BTS)などの他の調査方法では、
評価分布の予測を回答者に求め、そのスコアリングルールで評価することで、ベイジ
アン・ナッシュ均衡を形成することができる。本稿でもこのようなゲーム理論の枠組
み則った正直に評価を申告するインセンティブもつスコアリングルールを考察する。 

（3） スコアリングルールを用いたメカニズム全体の設計 
サービスは経済学で「経験財」として捉えられ、消費から得られる効用を消費経験なし
には評価できない特徴を持つ。また、サービスの生産と消費が同時に行われるため、提
供のタイミングや文脈が重要となる。これにより、サービス提供者と消費者の動学的
マッチング問題として定式化することが必要である。集合知メカニズムでは、消費者
の選択・行動をスコアリングルールで評価し、私的情報と結びつける。これにより、適
切な集合知が形成され、推薦システムとしての機能を向上させることが可能になる。
この情報を用いることで、提供者と消費者のマッチングを適切に行うメカニズムを考
察する。 

 
４．研究成果 
（1）限定合理的主体の意思決定 
認知能力のパラメータの導入によっ
て、意思決定に影響を与える慣性行
動との関係が明らかになった。例え
ば、以下のグラフは認知能力が低い
時（ρ=8）と高い時（ρ＝9）の時の
予測行動と慣性行動の影響の指標を
縦軸で表している。ここで横軸は、何
期先まで行動予測を行うかの期間を示している。縦軸の値が大きいほど予測行動と慣性行
動の差が大きいことを意味する。このグラフでは認知能力が低い方が、その差が小さいこ
とを示している。すなわち、認知能力が低い場合には長期の予測ができず実際の行動が慣
性に影響を受けることを説明することが可能になった。 

（2）経験財評価のための新しいスコアリングルールの提案 
本研究では、Prelec のベイジアン自白剤 (Bayesian Truth Serum, BTS) に類似したスコ
アリングルールを提案した。このルールは、提案されたアイデアが顧客の潜在的な需要と
どれだけ一致するかを評価する。具体的には、サービス提供者が新製品の候補を提案し、
顧客がボルダルールに基づいて投票することを想定する。その結果、各提案のスコアが計
算され、このスコアリングルールは、提案の正確性と顧客のニーズの予測精度を評価する。 



（3）スコアリングルールを用いたメカニズム全体の設計 
上記スコアリングルールを用いて、サービス提供者の新サービスに対する消費者の潜在需
要の評価予測が提示されたので、その予測に基づくマッチングの設計が可能になる。具体
的には、個々人の回答スコアを用いた消費者分類を行った上で、その分類に対応するサー
ビスの提供組み合わせを提供する。この点に関する考察は、未だ十分な検討に至らず、今
後の課題として残している。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
謝凡, 秋山英三 36(5)
 １．著者名



2021年

2021年

2020年

〔学会発表〕　計35件（うち招待講演　3件／うち国際学会　20件）

2024年

 ２．発表標題

行動変容と社会システム研究会
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

13th Conference of the French Experimental Economics Association (ASFEE 2023)（国際学会）

電子情報通信学会「人工知能と知識処理研究会」

電子情報通信学会「人工知能と知識処理研究会」

13th Conference of the French Experimental Economics Association (ASFEE 2023)（国際学会）

秋山英三

秋山英三

石川竜一郎、オウセイニョ、船木由喜彦、小倉義明

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

群淘汰状況下における罰則・報酬の進化

群淘汰状況下における罰則・報酬の進化

Experimental analysis of IPO pricing mechanism: The case of Book-building
 ２．発表標題

Experimental analysis of IPO pricing mechanism: The case of Book-buildingc

 １．発表者名
石川竜一郎、オウセイニョ、船木由喜彦、小倉義明

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 22nd annual SAET Conference（国際学会）

Joint Agent Workshop & Symposium (JAWS) 2023（国際学会）
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 １．発表者名
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Nagura, T. and Akiyama, E.

石川竜一郎

Hawaii International Conference on System Sciences（国際学会）

日本経営工学会研究セミナー
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 ２．発表標題
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